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本校では、起業家精神(アントレプレナーシップ)を育成する授業として、平成15年度より文科書の研究

開発指定を受けて2年次学校設定必緩修科白「起業基礎j の開発に取り組んできた。 1年次の「産業社

会と人間j と3年次の「卒業研究Jを結ぶ本校キャリア教育の根幹をなす科目である。平成22年度の

実践では、 5本財留学校プロジェクトとの連携により、 NonProfitやNPOの視点を導入したり、真の
社会貢献活動を自指した授業が実施された。本稿では、 1年間の授業の取り組みの概要と生徒への3疫

のアンケートの統計学的分析と今後の展望を総括する。
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NPOとの連携授業

1 .平成22年度. r起築基穣J実践の概要
(1)起業基礎の毘擦と目的

「起業基礎Jの自標は、 f教科 f産業主の学習を踏ま

えた、起業に関する体験的かつ実践的な学習を過して、

自らの発想を実態に基づいて具現化すると共に、起業家

精神を養い、物事に主体的に取り組む態度を育成する。

また、教育、環境、生活、学校、地域、福祉、文化など

の社会的な領域において、生徒の身近な読点で問題点を

発見し、その解決策を具体的に考え、実銭する能力を育

成する。Jことである。つまり、社会に貢献すること(社

会益)を視野に入れた起業アイデアを具現化することに

より、①問題発見力(社会のニーズ、自分の身の回りや

社会にある不便や問題に気づく力)、②アイデア力(発

見した問題を解決するアイデアを考案する力)、③企画

立案力(考案したアイデアを考えるだけでなく実際に実

現させる企画を立てる力、アイデアを具体化する力)、

④実行力(立案した企画を実際に試してみる行動力、試

行錯誤する力)⑤情報力(アイデアを実現するために必

要な情報を集める力、立案した企画を世の中に広めてい

くための情報発信をする力)、⑥チームワーク力(掲題

解決のために、人の話を聴いてその考えを理解し、協力

しあうためのコミュニケーション能力)、⑦プレゼンテ

ーション力(自分の考えや発想、を、上手に人に伝えるた

めのコミュニケーション能力)の7つの力を身に付ける

ことを目的としている。したがって、 「起業基礎」は起

業の為の実務的なハウツーを学ぶことを目的とはしてい

ない。起業家精神(アントレプレナーシップ)を培うこと

にその目的がある。本校では起業家精神を端的には「自

ら考え、行動できる態度j としたが、私たちが置かれて

いる社会の中で、課題や問題を発見し、新しい視点から

その解決方法を考え、それを呉現化するまでのプロセス
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を体験的に学濁することにより、自ら主体的に物事を考

え、取り組む態度を身に付ける。ここに f起業基礎j の

要点がある。

( 2 )教育課程全体の中での位聾づけ

本校では「起業基礎j を教科「産業j の中の2年次の

学校指定必躍修科目として設盤している。教科「産業i

は本校のキャリア教育の中心を組うものであり、その日

標は f産業に関する基礎的・基本的な理解や関心を高め

させ、産業と人間の関わりや、社会生活において産業が

果たしている役割について広い視野を持って理解させる

とともに、自らの体験を通して様々な問題に対処する力

や、新たに創造する力を育てることにより、望ましい勤

労観や職業観を膏成するj ことである。教科「産業Jは

1年次では科目として「産業社会と人間J r産業理解j

が設置されている。他節ですでに詳しい説明がなされて

はいるが、 「産業社会と人間j は、社会の中にどのよう

な職業や仕事があるかを体験的に理解し、自分の能力適

性を生かした進路選択を行うこと、 「産業理解j は私た

ちの周りにある産業(人間が組織体系的に取り組む営み)

を歴史的な観点からまた地域・世界的な観点から理解す

ることにそれぞれ主なねらいがある。 2年次の「起業基

礎Jは、それらの学びをさらに具体化させたプロセスを

体験的に学習することによって補完するためのものとし

て位置付けられる。また、ここでの学びは3年次での主

体的な進路選択、あるいは卒業研究での学究的態度へと

発展するものである。

( 3 )今年度の実践の要点、

今年度の起業基礎実践の大きな特徴は、年間を通して

日本財団の「学校プロジェクトJ(以下、日本財回と記す)



と連携して授業を実施できたことである。以下、本校起

業基礎担当教員と日本財団のそれぞれの立場から、連携

のねらいや今年度の実践の特徴について述べる。

1)起業基礎担当教員における今年度実銭の要点、と連携

の意関

①脱文化祭的活動を

起業基礎は今年で7年目の実践になるが、例年制〈ごろ

になると、昼休みや放課後に校内で物品を販売する起業

団体が出てくる。そうした先輩の起業活動の印象が強い

のか、近頃は単にモノを売ってお金を儲けるだけの文化

祭の模擬応のような活動に終始する生徒が多く出てきた。

しかし、起業基礎は、単なる起業体験やお金儲けを目指

す授業ではなく、アントレプレナーシップの膏成を目指

す授業である。何がどれだけ売れたかという結果よりも、

活動を通じて何を学んだかというプロセスの方が大切な

のである。さらに、社会益や社会資献を目指した起業活

動を行うということが前提になっているが、生徒の活動

のほとんどが校内での活動であり(学校社会という見方

もできるが)、奥の意味での社会益・社会貢献とはいえ

ない。 1年次の「産業社会と人間Jおよび f産業理解j

において、自己と社会についての認識を深め、 2年次に

なり専門教科の学習も始まり、自己の進路意識の向上や

職業・社会の認識も深化していく時期だからこそ、より

実社会を意識した起業活動を行って欲しいと期待してい

る。可能であれば穣極的に校外に出て行って、地域や社

会に質献できる活動を展開してほしい。過年度の起業基

礎実践をふりかえり、文化祭的な販売活動からの脱却と

爽の社会益・社会翼献を自指した活動をさせるための工

夫・仕掛けが必要であると感じていた。

②日本財団学校プロジェクトとの連携

先述したような真の社会益・社会員献を目指した活動

を実施するための工夫を模索していたところに、日本財

団より授業連携の打診を受けた。 NPO活動について若

い世代の理解を促すべく、，NonProfitや社会資献のあ

り方について考えさせるー取り組みを学校現場で実践した

いという思惑と起業基礎委員会の思議が合致し、今年度

から起業基礎において日本財団スタップのお力添えを得

ながら、授業安進めていくことはした。

本科目は、学年全員の生徒が受講し、援数の教員で担

当するため、その運用においては逐次総密な打合せが不

可欠である。しかし、教員と告本財5Hスタwツフ双方の都

合や移動距離があるため頻繁む会識を持つことは難しい。

そこで、基本的な連絡はメー}!;.護童話にて行うが、選1
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回の起業基礎委員会の際には、スカイプを利用して本校

と日本財団を多元中継でつないだ。また、生徒の課題提

出物および事業審査に用いる必要書類(事業計画書、資

金計画書、施設・備品借用契約書)を E-mailにて提出

させることにした。これにより、校外からも提出された

ものの内容を確認することができ、日本財団スタッフと

情報を共有することができた。このように情報通信機器

を活用することにより、両者間の物理的な距離を克綴す

るように工夫した。

③必ずしも経済的な利益(採算性)を求めない

日本財団スタッフとの協議を進める中で、基本的には

例年通りの起業基礎の流れを踏襲し、例年以上に社会益

や社会貢献について重点を置いた指導を行うことで合意

した。また、 NonProfitの視点を導入し、働くことは

お金のためだけではないなどの多様な価値について考え

させ、モノを売ってお金を儲けるということだけではな

いことを明確に打ち出した。

例年起業基礎での活動は採算性のある活動にしか、融

資を行っていない。しかし、今年度はNonProfit につ

いて考えさせるなど、の講義を行ってきているので、

NPO団体のように企業としてではない活動をする生徒

が出てくることが想定された。そのため、例年のように

経済的な利益の追求を絶対とせず、社会的な利益の追求

を至上命題とした。また、そのような今年度の取り組み

によりマッチングさせるために、例年起業基礎で用いて

いる用語を、以下のように変更した。

-企業→事業団体

(企業、 NPOなど様々な活動を包含する表現に変更)

・企業登録→事業団体登録(向上)

-企画書→事業計画書

(記入項目はB本財団助成申請書を参考に作成)

.融資→融資・助成

(必ずしも返済されるとも限らないため助成を追加)

.融資審査→事業審査

(融資・助成のみではなく事業全体を審査するため)

.起業基礎銀行→UTSS財団

(助成の可能性を意識して財団化)

2)日本財団「学校プロジェクトjによる連携のねらい

日本財団は、筑波大学術属坂戸高等学校(以下、筑坂)

と連携し、一年間、全2年生対象の f起業基礎J科目に

て、:カりキュラムの構築や実際の授業での指導などを協

働で実麗した。

この取り組みは、日本財盟が推進する「学校プロジヱ



クトjの一環で行われたものである。 r学校プロジェク

トJとは、学校教育という場で、これからの社会の担い

手に、 「社会益j や f公益j を大切にする感覚と具体的

な行動力を身につけてもらい、露幣経済における金銭的

な{函館だけを求めるのではない働き方、生き方という選

択肢を持ってほしい、という患いから始まった人材育成

プロジェクトだ。これから社会に出る高校生を取り巻く

環境は、不安の大きい、離しい状況であることは否めな

い。少なくとも、かつてのようにf大企業に入れば安泰j

と言える状況ではなくなってきており、経済状視の行き

詰まりや将来への関塞感から、これまでの働き方や生き

方に疑荷を持つ人も増えている。

そのような中で[社会企業家Jや fプロボノJ rN P 

OJといった言葉に代表されるように、よりよい社会の

構築に翼献することに価値を見い出す人々が増えつつあ

る。そこで、公益活動の分野で長年活動してきた当財団

の経験とネットワークを活かし、社会に出る前の多くの

若者に予自分なりの社会を見る「物差しJ r錨髄観j を

身につけてもらうことをねらいとして、 2009年からこ

のプロジェクトを始めたのである。

日本財団は、民間による公益活動の推進、社会変革を

ミッションとし、国内外で公益活動を行う団体への助成

を行っている。また、奨学金事業をはじめとする長期的

な視点に立った人材育成にも力を入れてきた。多様な社

会問題に対応するには、政治や行政だけでなく、民の力

が合わさって公の仕事をする必要があるという哲学のも

と、世界のハンセン病制圧やアフリカの農業支援、マラ

ッカ海峡の安全確保といったグローバルな事業から、福

祉事両の配備、ホスピスプログラム、学生ボランティア

育成などの国内を中心とした事業まで、規模・地域・分

野とも多岐巳渡る社会課題に取り組んでいる。

そんな我々にとっても、学校現場という領域は未知で

あった。結果として、当財団のシーズと筑坂のニーズが

一致し、協働プロジ、ヱクトが始まったが、一年間という

単位で協働プロジェクトができたことの意味はとても大

きいと感じている。というのは学生に一つの新しい価値

観を身につけてもらうことは、 一度や二度の講義ででき

ることではないからだ。したがって、筑坂でのケースを

一つのモデル・スタンダードとして、今後につなげてい

きたいと考えている。

(日本財団)

2.学習の詳細

、(1)学警の概要

今年度は日本財団と連携しての取り組み以外に年間計

画(資料1)も昨年度までとは大きく異なった。昨年度ま

では2単位だったが今年度は「総合的な学習の時間(校

外学留準構としての異文化理解学習)Jと合わせて2単

位(火曜a・7限)として行うことになった。この時間

をある避は起業基礎で使い、ある過は総合の時間として

箆うというように、実質的には i単位として行うことに

等しい。特に11月中旬から12月にかけては校外学習の

産能でもあり授業を中断せざるを得ない。そこで不足す

る時間は夏休み中の活動により補うこととした。

以下に学期ごとの学智内容および年間での位櫨づけを

述べる。 1学期前半は講義を中心としてさまざまな起業

のかたちを知ることを目的とした。例年と同様に吉田雅

紀氏による「スキメシJの講話だけではなく、 NPOとは何

か、 NonProfitとは何かを理解する講話を行った。 l学

期後半は実瞭に起業家や NPO団体へのインタピューを

笈体みに行うための準備期間とした。その後、夏休みに

起業家と NPO鴎体へのインタピューを行い、その内容

を8月7日の教員免許状更新溝溜にて公開授業として生

徒に発表をさせた。

2学期は 1学期の学習を受けて自ら団体を立ち上げて

活動を行う期間とした。 r起業基礎j における核となる

部分である。生徒は階じ鴎的を持った仲間で集い事業審

査合格に向けて起業活動を行ったのだが、営利自的だけ

ではなく非営利を目的としてもそれが社会貢献に繋がる

ものならば認めた。また営利毘的であっても例年と異な

り何らかの社会貢献を求めた。事業審査を通過できずに

活動できなかった団体がいたことは例年と同様だが、非

営利自的の団体が例年に比べて多かったことは 1学期の

効果であり今年度の特徴でもあるだろう。また起業活動

を進める中で、あるメンバーが仕事をしないとか目指す

方向性が違うなどの理由からメンバーをクピにしたり、

分離独立したりする団体があった。クピ宣告の際は、放

課後遅くまで涙の話合いを行い、当該の生徒は最終的に

は自ら異動届に署名した。こうした人員の異動は例年起

こるのだが、場合によってはその後の人関関係にまで引

きずることもあるようだ。

3学期は自分たちの活動を振り返り、活動報告をして

情報を共有することが目的である。活動ができた団体も

その多くが企画書どおりに進まず、いくつもの問題点が

見られた。しかし、活動の結果だけに一喜一憂するので

はなく、なぜこのような結果になったのかと活動のプロ

セスを丁箪に分析し、課題や反省点を考えさせる。さら

に、当初期待していた活:動の成果がどれほど達成された

かも分析させる。 PDCAサイクルのA(7.セスメント=

評価)まで自分たち自身で行わせる。最後に、 1年間の
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「起業基礎Jの授業を通して培いたい7つの力がどれだ

け自分のものになったか、そしてそれらの力が今後どの

ような場面で生かされそうかを生徒自身に自覚してもら

うため、活動をふりかえりながらレポートを執筆して l

年間の学習が終了する。

( 2 )学習の群綿

1) 1学期(講畿、講演内容の概要説明)

第1I百 5月11日 Non-profitとは rWhat is NPO? J 

授業開きにあたり教員より綬業オリエンテーションを

おこなった。ここでは、授業のねらい、身につけてほし

い力、学習の流れ、ヒアリング・評価についての説明、

年間の学習計画を生徒に伝えた。後半は、日本財団の田

代さんよりNPOとは何かということについてワークを

交えた講義をしていただいた。

第 2図 5月25自 社会費献のカタチ①

rN∞Profitな働き方の形J
日本財団の富永さんより「世界で活動する NPOの仕

事の現場j と題し、 'i留永さんの撮ったたくさんの写真と

ともに、講義をしていただいた。位界各国で活動する

NPOの仕事の現場から世界の問題のみならず、身の回

りにある問題などの社会問題全般について生徒の関心が

向くように工夫してもらい、さまざまな社会貢献のカタ

チを伝えた。また、後半では、日本財団の芳川さんに「

社会に翼献する働き方のカタチj と題した講義をしても

らい、社会に質献する働き方として、 NPOと企業の違

いと共通点について講義していただき、社会貢献、問題

解決のための起業に際して重要な起業家精神について生

徒に考えさせた。

第 3回 6月8自 社会貢献の力タチ②

rNPOの仕事と現場J

「調擦協力海洋劉内利益j など rNon-Profit

な仕事Jの最前線で働く人々のライフストーリーに焦点

を当てて、自の前で生起している解決しなければならな

い社会問題、問題解決のための具体的な行動、そこで働

く人々の憩いなどを生捷に伝えた。なお、本時の内容の

作成にあたって、日本財団の本多さん、樋口さん、山下

さんには、長時間をかけてNPO磯員の方々への取材を

していただいた。皆様、ご協力ありがとうございました。

第4回 8月 15自 社会人講話

f起業家精神〈アントレプレナーシッブ)とはj

科自開発以来、捺年来校していただいている諜式会社
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あきない総合研究所代表取締役の吉田雅紀さんに講演し

ていただいた。 fスキメシ(好きなことでメシを喰らう)J

ということについて、実際の起業家としての生き方と起

業家精神の実際について話していただいた。講演のあと、

起業の実際、苦難を乗り越える方法など2学期に起業活

動を控えている生徒から活発な質問が出た。

第5自 6月29日 多様な価値を学ぶ

rNon Profitな仕事の価値って?J

起業家や NPOの運営者に取材に行くことを夏休みの

課題とした。その準備として、取材の手法や質問の仕方、

心構えなどについての講義を日本財団の田代さんにして

いただいた。講義後、インタビューに行くグループ毎に

生徒が集まり、各グループで役割分担、 B程の調整、質

問作りを行わせた。取材のアポイントメントなどは生徒

自身に先方との交渉で決定させた。以降7丹9日も取材

のための準備時間とし、 7月 13日は取材の成果を発表

するためのポスター作りについて説明した。生徒は、イ

ンタピュー後にグループで集まり、ポスターを制作し、

8丹7日の教員免許状講習公開授業においてポスターセ

ッションに臨んだ。初めてのポスターセッションで、発

表時間も短時間しか取れなかったのだが、生徒自らが立

ち上げた湿体かのように、職員の方々の想いや白指す社

会像について熱く語っている姿が印象的であった。

2) 2学期

①自本財団会長笹川陽平氏講演会

「若者よ、世界へ朔けリ

2学期からはいよいよ生徒による起業活動が始まる。

それに先だって今年度起業基礎の実践で連携させていた

だいている日本財団の笹川陽平会長よりど講演をいただ、

いた。講演は、起業や社会に出る前に必要な心構えなど

について、生徒との対話形式で行われた。笹川会長は

「起業基礎は失敗を経験する授業だJと前撞きをしJ皆

さんには若さという最大の特権がある。若い時は失敗が

許される。成功している多くの起業家も、大会社の社長

もたくさんの失敗から学んだ。強い精神力を養ってこそ

成功するものだ。上手くいかなかったからと言ってあき

らめず、必ず成功する、しなければいけないという信念

と忍磁力で勝負してほしい。 Jと起業活動に入る生徒た

ちに心強いメッセージを送ってくださった。

②グルーピング、事業団体登録

2学期は、事業部体を結成し実際の事業活動実践の期

間となる。事業の立ち上げに際し、事業のアイデアを出



す体験を持ってもらうことを意密して、 「アイデアを出

そうj という課題を課した。生徒には f身近な社会的問

題j 、 f問題の解決方法j、 f企画名称j をE-mail(こ

て提出させた。また、全員分のアイデア一覧(資料2) 

を配布することで、企画立案やメンバー集めの際の参考

にしてもらうよう期待した。しかし実醸のグループ決定

には、起業アイデアよりも生徒同士の仲間関係の方が鍾

先されてしまい、未成熟な成長段階の高校生にとっては

これもやむを得ない事情で‘あろう。結果、各国体の従業

員数は2名.......1 0名の規模のものとなり、事業団体登録

数は32団体となった(資料3)。

2学期の授業の流れ説明にあたり、各部署担当教員か

ら f起業活動の流れと活動の条件Jについてガイダンス

を実施した。

。団体登録について〔つくさか法務民)→事業計画審

を提出して関体登録を行う。

0施設使用や校外での活動→施設舘馬料は許可制であ

り、鴎体で交渉する。校外での活動は歓迎するが、事

前に相談をした上で行うこと。

0食品企業に関する説明(つくさか保縫所〕 →講習を

受講し、擬生議在者資格試験を受験合格と保菌検査の

実施を条件とする。

0事業審査、融資・助成について (UTSS財団〕 →実

際に活動を行うためには、事業審査に合格することを

条件とする。

③食品企画団体への扱い

食品衛生について高い意識付けを行うため、起業基礎

内に独自の f食品衛生責任者資格試験」を設け、食品を

扱う出体の生徒全員に受験を義務付けた。試験問題は本

校の家庭科教員が作成し、一般社会で実際に行われてい

る「食品衛生責任者j 講習(食品衛生・衛生法規・公衆

衛生)のうち食品衛生についてとりあげ出題した。生徒

には独自のテキストを用意し、また事前に2時間の講習

を実施した。各部体の生徒全員が合格することにより、

つくさか保健所より合格証を交付し、これを事業審査の

必要書類のーっとした。テストはQx回答式で、 80問

中70%を合格ラインとした。問題内容を少しずつ変更

しながら、計4回実施した段読まで、 8団体66名の生徒

全員が合格した。

④事業計画書等の書濫作り

事業審査に進めるための「事業計画書J (資料4)の

記入項目は、事業の名称・企画立案の背景や社会的課題

・事業の目的・事業のターゲット(受益者) ・セールス

ポイント・事業内容・事業実施スケジュー)};.期待され

る成果などを必須とした。また、事業に必要な経費を算

出し f資金許認醤J (資料5)にまとめ、融資・助成希

望額を示す。また、学校内の施設・備品を借用する場合

は「施設・鑓品器用契約書j を作成し、担当教員と借用

契約を行う o その也、事業審査に必要なプレゼン資料な

ども槌時作成させた。

⑤事業審査

事業審査では、生徒が企画した事業の内容について担

当教員が審査し、実施するに織する事業に対しては議査

の通過と融議・助成の決定を、実施するに{越しない事業

に対してはその事業の課題や改藩点を指摘する。担当教

員は2名以上の被数名でグループを作り、審査を担当し

た。本年度は各審査教員グループの中に日本財団のスタ

ッフを最低 l名含むようにして審査を行った。

次に実際司〉犠査手瀬について説明する。審査を希望す

る生徒団体は、団体登録を行った際に発行された団体登

錬証、その後に各間体で作成した事業計磁響、遊金計画

施設・髄品{器用契約議、食品衛生資任者講溜合格欝
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(食品企画のみ必饗)を揃えて、審査受付を行う。審査

受付は、授業時間当日に番頼と共に行う方法と、それに

加えて今年度は、 E-mai1を利用した事前予約受付も実

施した。事前予約受付では、あらかじめ指定したE-mail

アドレスに、上記書類のうちの事業計画書、資金計画書、

施設・備品借用契約書を添付じて、予約するという形が

取られた。こうすることで、審査担当者が事前に内容に

Bを通すことが可能になり、より効果的な助言を与える

ことができた。

当日または事前の受付が済むと、教員側では、複数あ

る教員審査グループのいずれかに審査を割り振り、その

グループに各書類のコピーが渡され、審査がスタートす

る。生徒が団体登録を行った段階で、その際に用いられ

た事業計画書がコピーされて各教員に渡されているため、

多くの場合、審査をする段階である程度、該当する団体

の事業内容について教員は把握している。

実際の審査では、まず審査を受ける団体が教員に対し

て事業内容についてのプレゼンテーションを行う。その

際、プレゼンテーションは基本的には事業計画書や資金

計画書に書かれた内容について口頭で説明する形になる

が、極体によってはパワーポイントを用いて行ったり、

モノを配布したり販売したりする団体は、その見本など

を提示することがある。団体によるプレゼンテーション

が終わった後、次は審査教員による質疑が行われる。質

疑が終わった後、団体を一度退出させた上で、審査教員



による審議が行われ、審査の通過・不通過が決められる。

そして最後に、生徒団体に対して、審査結果とその理由

が伝えられる。(その場での審議が難しい場合、審査結

果を保留にした上で、放課後に行われる起業基礎委員会

において審議する場合もある。また、実際の審査内容に

ついては、資料6を参照)

本年度は、審査にあたって、次のような審査の観点を

準備し、教員で、共通理解を図った。

問題設定 A 社会のニーズを適確に据えているか

公主主性

整会性

出体

B 事業B的は明確か

C 公益性はあるか

D 事業計画は具体的で実現可能か

E 目的達成のための計画として適切か

F 資金計画は適正か

G 成果自様は明確か

H 構成員の役割分担は明確で、適確か

I 構成員のやる気、積極性はあるか

活動期間中は、授業日の放課後に会識を開き、事業審

査での犠子(と、の団体の審査を行ったのか、どのような

事業内容だったのか、採否とその理由は何か、生徒にど

のようなことを伝えたのか、次の審査に向けての引き継

ぎ事項は何かなど)を報告し合うことで、次に審査があ

った場合に、と‘の教員が審査を行ってもスムーズに審査

が進むように心がけた。

最後に審査に関する状況についてであるが、団体登録

を行った31団体のうち、 30団体がl回以上の審査を受

けており、実施期間中に最高で5聞の審査を受けた団体

があった。生徒の審査受付数や審査時間等が当初の計画

と異なってしまったため、放課後等を利用して追加の審

査機会を設け、その結果、述べ凶数で74屈の審査を実施

している。これは1団体あたり平均で 2.4留の審査を受

けていることになる。審査の結果、 9団体が審査を通過

し、審査を通過した部体は平均 3.1屈の審査を受けてい

た。

( 3 )学習の評部

次に学習の詳細についてである。 r起業基礎Jでは次

のような融点で学替の評価を行っている。(この評髄項

目は年度当初に生議提示している)

a.毎回の捜業ワークシートむ記録状況

b. ヒアリングの結果

C. 各学期のふりかえりシートの内容

d.菱総みの課題〈提出・内容)
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e.企画書の提出・内容

f. 企画審査をうけたか

g. 起業活動ができたか

h.起業活動状況

i. 事業報告書の提出

j.事業報告会の評価

それぞれの評価の観点の概要について次に述べる。 a

については、 1学期に関しては、各講義や講演に関する

ワークシートや感想文等、 2学期に関しては毎授業時間

の最後に書く、その日の活動をふりかえり、次の授業の

予定について考えるワークシートを指す。 bのヒアリン

グ、 Cのふりかえりシートについては後述する。 dにつ

いては、夏休みに行った、 NPO・起業家インタビューに

関連する課題を指す。 e"-'hについては、 2学期の実際

の企業活動に関する評価を指す。 i、 jについては、 3 

学期で行うまとめの活動を指す。

このよラな「起業基礎j の評価には次のような特徴が

ある。

①個人レベルの評価とグループごとの評価があること。

aやb、Cのように、生徒各個人ごとにことなる評価

がつけられる観点もあれば、 e"-'hにあるように、グル

ープ(事業団体)ごとにまとまった評価がつけられる観

点もある。このことは、個人ごとに授業に対して取り組

まなければならない一方で、グループで協力して授業に

取り組まなければならないことも意味する。

②評価の方法が多様である己と。

a 、Cなどは、個人ごとの提出物(書くこと)の内容

で評価しているが、 bなどは個人ごとの表現(話すこと)

の内容で評価している。 e"'-'hなどは、グループごとの

パフォーマンス(活動結果)の内容で評価している。こ

のように多様な評価方法で評価することは、個人ごとに

得意・不得意な面を見出すことや、特に得意な面を伸ば

して行くことへの意識に繋がる。

最後に、 「起業基礎J独自の評価である、 bヒアリン

グ(およびCふりかえりシート)について説明する。

まず実施概要についてである。ヒアリングは、 l学期

の期末考査に l回、 2学期の起業活動の途中に 1閥、活

動終了後に l回行われている。ヒアリングは、各クラス

ごとに5名のグループを作り (5名x8グループができ

あがる)、 5名からなるグループを集団面接するという

形で実施される。 5名のグループは生徒がランダムにな

るように教員側が設定する。 8グループ一度にヒアリン



グができるように、 A，，-，日の8つのブースを用意し、そ

れぞれのブースを教員 l名が担当する。各クラスごとに、

8グループのヒアリングを実施、 4クラス分で合計4自

転して実施される。実施していないクラスは、 Cふりか

えりシートを行う。(実施の顧番は輪番にした上で、実

施しているクラスとしていないクラスの生接関士が接触

しないように配議している。どのように教員が動いてい

るかに関しては、資料?を参照。)

次にヒアリングの内容についてである。各国ともに2

つまたは3つからなる質問によってヒアリングは展開す

る。 5名の生徒に一つずつ質問をし、それぞれの生穫が

回答するという形でヒアリングはすすめられる。教員は、

生徒の回答や態度に対する点数チェック表に基づき、質

問ごとに点数をつけていく。(ヒアリング内容およびそ

の評舗の仕方については、資料8および資料9も参照)

3.生徒アンケート結果

今年度はこれまでの科目開発によって考えられた「生

徒に身に付けさせたい7つのカJを元に、各能力に関す

る質問項目を設定した。これらの質問項目について、各

学期末に実施する振り返りアンケート(資料10)の中

でその伸びを分析するとともに、今年度のNonprofitな

考え方を重視した授業内容を振り返り、同じ質問項目の

アンケートを実施したH20年度との比較を行った。

( 1 )実施概要

①対象 2年次 160名

②調査時期:3回

1回目:平成 22年度 1学期末 6丹22日

2回目:平成22年度2学期末 11丹26日

3回目:平成2.3年度3学期末 3月 1 B 

③質問内容:3回ともに同じ内容で質問を行った。 2

・3学期はグループに主る起業 活動が始まったため、

9)の質問を加え、とてもよく当てはまる:5、全く当

てはまらないとして5段階で評価させた。

(2 )結果及び考察

肯定準

5 )多くの人に共感されるような起業アイ

デアを考えることができた。 27%

8)自身の気になることや思いついたアイデアに

ついて、調べたり、裏付けをとるなどの行動

ができた。 35%

11)自分の考えをわかりやすく表現できた。 43%

12)自分の考えを筋道立ててまとめることができた。

45% 

1学期は、向上を呂指す7つの力のうちの、開題発見

力、アイデア力、企画立案力、実行力、プレゼンテーシ

ョン能力に関する項目において肯定率が50%に趨かな

かった。これらは、実際に活動してこそ得ることができ

る力であると考えられ、 Nonprofitな考え方や実際の活

動に関する講義を開く時間が主だ、ったことが原鴎と考え

られる。

常定率

3 )お金の持つ「倒髄j について改めて考

えることができた。 78%

一方、今年度より取り入れた下記の項目において、肯

定率が80%近くに及んだことは、 1学期のNonprofit

な仕事に関する講義が、今まで「お金がすべてJや f利

益が上がってこその起業j と考えることが多かった生徒

たちの意識改革につながった結果であると考えられた。

以下の項目は l学期 (7月)から 3学期 (3月)にか

けて宵定率が上昇した項目である。

7月 11月
734月% 

1)社会の関閥やニーズに対してて関心をもった匂 71% 71% 

5)多くの人l:共感されるような起業アイヂFを考えることができた毎 27% 48% 49% 

6)社会に対する不満を解決に向けて考えることができた。 53% 53% 56% 

8)自分の気になることや思いついたアイデアについて、
35% 52% 55% 調べたり、裏付けをとる行動ができた。

9)グループの中で自分の役割を見つけられた。 72% 75% 

10)協力してものごとを実行する態度が身についた。 53% 71% 71% 

11)自分の考えをわかりやすく表現できた。 43% 51% 51%1 

12)自分の考えを筋道立ててまとめることができた。 45% 47% 50% 

夏休みにおこなわれたNPO団体へのインタビュー活

動とその結果発表、 2学期におこなわれた起業活動によ

って、生徒が実感を持ち始めた。アイデアの具現化に向

けてグループで協力して物事にあたる姿勢、アイデアを

実現するための方法を試行錯誤する姿勢や適材適1所の役

割分担を考える力が身につき始め、自分の糞{壬を意識し

て積極的に活動し始めた生徒も多い。また、企画を通す

ための審査を繰り返すうちに、徐々にではあるがプレゼ

ンテーション能力も向上してきたと感じたようである。

実擦、審査に携わった私たち教員も、生徒たちが、昨年

より、今年、最初の事業審査よりも次の事業審査と、段

階を踏む事に、どのように話したらよく伝わるかを考え

始めたと成長を感じている。

今年度は日本財団の多大な協力を得て、当初から「儲

けを出す起業Jよりも f社会益を出す起業Jということ

に重きをおいてきた。授業内容の変更による影響はどこ

「

D
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に見られたかについて、同じ質問項目のアンケートを実

施した2年前 (H20年度)の結果と比較したところ、以

下の項目で今年度の肯定率が高く、統計的にも有意で、あ

った (Mann-Whitney U検定 pく0.05)。日本社会が

抱える課題について真剣に考えたことは、今年度の授業

のねらい通りと言って良いだろう o

1)社会の問題やニーズに対して関心をもった

7月

1 1月

3月

トl20(‘

0弘 20九 40弘 印私 船九 100お

また、実践には f社会益j を目指すだけでは起業が困

難であることから、今後はこうした理想に反する側面も

考えさせていかなければならない。それを受けて生徒の

姿勢がどのように変容するか、活動を見守り、分析して

いくつもりである。

一方で、今年度は授業時数が減った関係で、実際の起

業活動が2学期からになったため、 「アイデアを出すJ

ことに関しては、 2年前よりかなり肯定率が低く、統計

的にも有意差があった(Mann時WhitneyU検定pく0.05)。

年度末の肯定率も2年前のそれには及ばず、 「アイデア

力Jを向上させるためには、もう少し早くから起業活動

を始める必要があったと忠われる。

5)多くの人に共感されるような記業アイデアを考え
ることができた
…'一一1--

7月

11月

3f.j 

H20(・
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起業できたか否かによって、生徒の達成感等に違いが

出ていないかを調べるために、起業できた団体の生徒と

起業で、きなかった関体の生誌を比較した。

7月の平均値に関しては、ほとんどの項目で起業した

団体の生徒の方が高く、以下の項目に関しては有意に高

かった (Mann-Whitney U検定 pく0.05)。

Q 2.) 自分の考えや興味を見つめ直すことができた。

Q13)起業基礎の授業は自分の役に立った。

1学期の様々な講義を受けて得たモチベーションの高さ

が2学期以降の起業活動に生きたようである。

授業が終了した3月の平均値に関しては、全ての項目

で起業できた団体の生徒の方が値が高く、以下の項目に

関しては有意に高かった(Mann-Whitney U検pく0.05)。

表起業した団体と起業できなかった団体の比較 平均値と U検定結果

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 
4.10 4.36 4.07 3.88 3.14 3.71 3.74 2.93 
3.82 3.96 4.09 3.74 3.14 3.49 3.59 3.28 
P=0.104 P=0030 P=0.966 P=0.448 P=0.181 P=0.489 P=0.070 

4.06 4.10 4.08 3.94 3.75 3.75 4.08 r 3.83 
3.90 3.84 3.87 3.64 3.37 3.53 3.65 3.58 
P=0.158 P=0.041 P=0.111 P=O.054 P=O.027 P=O.175 P=0.003 Pご0.093

Q9 I Q10 Q11 Q12 Q13 Q14 Q15 
3.43 3.48 3.62 4.40 4.10 4.40' 
3.62 3.38 3必 4.04 4.09 4.16 
P=0.292 P=0.541 P=O.319 P=O.030 P=O.911 P=0.135 

4.31 4.34 3.79 3.66 4.13 3.64 3.87 
4.11 3.95 3.45 3.48 3.62 3.59 3.79 
P=O.109 I P=O.Ot2 P=0.035 P=O.250 P=O.003 P=0.700 P=0.556 
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2)自分の考えや興味を克つめ臨すことができた。

7 )自分の興味・関心に対して讃極的に行動すること

ができた。

10)協力しでものごとを実行する態度が身についた。

11)自分の考えをわかりやすく表現できた。

13)起業基礎の授業は自分の役に立った。

特にQI0に関しては、 7月の持点で、は起業できなかっ

た毘体に所属している生徒たちの方が鑓が高かったにも

関わらずの結果である。起業するためにはグループ内で

の役割を明確にし、協力することの大切さを身をもって

体験したようである。実際の起業活動を観察していても、

それぞれの分担に対する翼在惑が芽生えていたo また、

有意差は出ていないものの、 Q8に関しても、起業でき

た生徒たちは 1年間で大きく伸びた (Wilcoxonの符号

願位和検定 P<0.05)。起業することによって、問題

解決能力も向上したと感じることができたと言えよう。

8)自身の気になることや思いついたアイデアについ

て、調べたり、裏付けをとるなどの行動ができた。

アンケート結果の中には肯定率が抵下した項目もあっ

た。これは、最初のうちはわからずに良い自己評価をし

ていた部分が、実際の活動を経験することで自己評価を

下げる典型的なケースとも言える。また、忙しく、函館!

と思うであろう活動の中では、今自分たちがどんな力が

身に付いているのか、すぐには感じられない部分もある

だろう。総じて、一つ_.-つを見てみると、ほとんどの項

目で、評価が上がっていることから、生徒たちは確実に意

識を変化させていると考えられる。来年度の卒業研究に

おいて、身に付けた力を大きく発揮してすることを期待

する。

4. おわりに~まとめにかえて~

今年度の起業基礎実践は、日本財団との連携なくして

実現は到底できなかったであろう。まずは、この場を借

りて御礼申し上げたい。

今年度は文化祭的活動からの脱却と真の社会益・社会

貢献の実現を目標に掲げて、年間指導計画を構想した。

その内容・成果はすでに述べたとおりである。

一方で、課題も多くあった。 2学期からの起業活動で

は、生徒は我々教員の期待に応えてくれて、多くの団体

が社会的な利益を追求した事業を企画立案してくれた。

そして実際に学校外に出向いて活動を行う企画が大半を

占めていた。この点は、 l学期の取り組みの成果といえ

るだろう。ところが、実際に外部団体に活動の許可を得

るための交渉をしてみると、 「都合がつかないj 、 「高

校生は受け入れられないj など種々の理由により断られ

ることが多かった。そのため、学校外での社会貢献活動

を断念して、tt!!の実現可能な活動に切り替えざるをえな

かった。このように想繰以上に高い実社会の壁に直面し

て憶しい懇いをした生能も数多くいた。教員サイドでは

事前に外部間体へ桜田しなどを行うことは一切せず、生

徒自らが活動の壌を開拓していくようにさせた。しかし、

「高校生だから・・・Jという理由は、事情は重々承知し

ているが納得できるものではなく、教員側としても生徒

が活動で、きる壌を何らかの形で整えてあげられればよか

ったのかもしれない。多くの生誌が活動できるような状

況が整っていれば、生誕の学びの繋も改善できたかもし

れない。

今年疫の2年次生は本校総合科学科目期生で、ちょう

ど1994年の総合学科誕生の年に生まれた子たちである。

総合学科開設から17年が経過し、第三の学科としての

総合学科の教青システムはとうに擁立している段階なの

に、年々総合学科らしい生徒は減少しているように思う。

せっかく総合学科高校で学んでいるのだから、欝通科高

校や専門高校ではできない学びを存分に満嘆して欲しい

と患う。また、その中で専門的な教護・技術や自分独自

の視点・発想を身につけ、社会の発展に役立てて欲しい。

こうした中で、本校2年次学校設定必履修科目であるf起

業基礎」は、そのような学びを支える重要な役割を担っ

ている。 1年次の「産業社会と人間jでの学びを起業活

動という形で具現化させ、その経験から得た7つの力は

3年次の卒業研究など様々な場面に生かされていく。今

年度、特に重点を置いた社会益・社会員猷の視点は、卒

業研究を単なる識べ学習に終始することなく、社会の役

に立つ高次のレベルの研究にするためには、不可欠な視

点である。次年度以降も、起業基礎で培った7つの力を

駆使して、様々な局面で力を発揮して欲しいと期待して

いる。

<日本期間スタッフから 1年間の取り組みをふりかえって>

1年間という長い期間、起業基礎の授業に関わるとい

うことは、通常我々のような教育現場の素人にとっては

“ありえないこと"と言っても過言ではないという思い

でいる。と問時に「挑戦Jでもあった。

偶然、筑波大学附属坂戸高等学校と日本財団の「学校

プロジェクトjの目指す方向が一致したことが一番の要

因ではあるが、海の物とも山の物ともわからない我々を

受け入れてくださった今野先生をはじめ、 2年次担任聞

の先生方の寛容な心(もしかしたら賭けだ、ったのかもし

れないが)がなければ実現できなかった。この場を借り

司
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て深く感謝申し上げたい。

さて、 l年間を振り返ってまず最初に言えることは「

社会議Jや「公益Jという価値観について生徒たちにど

のくらい伝えられたか、また伝わったとしてもそれが彼

らの新たな価値観に繋がったのかはわからない、という

のが正直なところだ。しかし手応えと期待はある。

1学期の授業ではNPOと企業の区別がつかない生徒が

多くいた。そんな彼らが夏休みには、グループにわかれ

てNPOを訪問、現場で働く人の話しを開き、体験した。

この段階を経て2学期には「社会益を取り入れたプロジ

ェクト」を企画立案した。その時に彼らが提案してきた

プ口ジェクトは我々が期待したとおり、社会益を意識し

たものが多くあった。

これらのことを振り返ってみると我々が伝えたい価値観

について、ある程度は生徒達にインプットできたのでは

ないかと思う。

勝手な解釈かもしれないが、こういった授業は「成果j

をすぐに見いだすのは難しいのではないだろうか。彼ら

が進路を考えるとき、あるいは卒業して社会人になり、

社会の仕組みが実際にわかってきた頃にヒントになるこ

ともあると患う。その時に彼らが社会のため、地域のた

め、人のためにこの起業基礎の授業で培ったものをアウ

トプットしてくれたらこの上ない幸せである。

我々の願いは、我々が蒔いた種が大きく育ち、一人ひと

りが日本の社会を支える礎になることである。そのため

により良いカリキュラムを作り、様々な学校と連携でき

るように努力していきたい。

(日本財団)
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資料 2
起築基礎6-8-1 アイデアを出そう! 日組(1rv20)一覧

2010年6尼228現在

三; 醤号 氏名 ③金歯名称 ①気になる身近な社会問題 ②①の社会問題の解決方法

B 1 : あっν、
き保立ったっとてな何もく人て歩かはいなはて授らもな盗業いつ中均でもも期集併だ停をとでし患きてうなのもい暑ででい、いこ今のる日はまこまずのでで頃はす。い。暑体けさな鶴のいもせ良とい考好でえをま が学いいま袋もそすほ内れ.んにで手種はっ物地取を球り置早環いい境た方にり法悪雇はい通クしし維をヲなー持んや費と扇もかか風しか機てりをよま政〈すす置.るす打こるちとこ水がとをいでしいすたとり璽

した。

B 12 
みんなで築く?コミ箱クウ

スそががれ.人集が員ま原もっ因あてでま‘辺近り集り辺-ま住BらE人ずにがあは迷まゴり穆ミ効がを果散しがて乱得いしるらてれ。い説なてき滋い、清感状掃臭態等がでSをあR繁るっ。た盛りし.てカいラる 解ま回行る収え決.ばをし気付持地効近ち犠率ののへ的中齢にの学ヱ長、校生コい・活活高.ゴ動が校ミに出が箱来つ行をなるう股がg置り収す環れを境2ば~へ3悪の週臭意間や陵にカやしラ環てス境滑の活編問動時題が間が高に
ン!

B 13 制服の乏し，、事E
獲倹談のがと願雷‘L気望れ星ににがなつひっいどててくbなで、るっす社て。会き2年て問生い題にるi土と進、.級筑宮島し波はて大とかて学らも附、患線気い復がま戸ゆする高.高ん等で学級校装のとZ頭E 

筑所気ちが滋がに作ポつ大スっ学いタてて附貼直属をるし板姑こて戸左るいに高こくよ等と左でっ思学すてい校a玄の制RすE鳳服裳.草とと案醍額と頭獲獲髪がにのみつ解だい決れて方ての法いポるはス人タ学ーも校を自生の分徒至でるた

B 14 盗難防止対策 筑あいるな担正日い校にロ内ッ.で時カ‘ー々体に.育制入の服れ授のて業ポあなケるどジ質のトE・E、鞠d貴bのの重中盗&・濯を机が遭の発い上生て・事すいLのるくし中こかと・鍵がなあをいる付授。け業てが 裕各他プ人生のにす徒緩にるい鍵が.入、をロ膨もッ居手カるにーの緩にでか賓れ室ロるク品カのををス防をれも止止す震もるを左鍵た付め付けにきれのま敬も良字のいをにa合す健わるを.せ買健るうはタ余イ

B 15 ゴミゼロ大作戦
最樽地この朔近閣までにま街なはで中る毎はでとゴl回衡ゴミミにやををポ川冷ゴヲてミy公る箱テ園こにィとの捨アが雰補て見囲ず掃か気をけ路がするよ上るよりにがヨ一に指、層仕ポて植っラる民yた〈ケなテ固っ倹ィスアてがが情し住多ま帰んいう以で外bもの

題る作ゴポ製三ミヲが弘作をどン入すで人待テがるあがてィ.集るア集るそ.ま相人まし官そる掃るこでこのよと活でかがうで動毎な、多きを途呂宣れい月中伝、、ば橋にそで効坂場ボこ果戸で活、ラを二市ン二働凶箇左テ終度す憶ィゴ了ーで力アミし後清きををかれに掃捨すしおばる活て菓週園いな動子にくいをらな一よ辞ゴどう回退ミにのす鎗す線るるいず副.人をスだ制しがタがて度ーい問もをを

BI6 自転車安全イヒ世十薗 ，る歩る出e」人が来道債がタるが震のい股狭に住てどなくん広通危っで〈行険て傭い人でu、がるるがは地取役多な峻っ会Uいて、はか開のあよ箆とにる〈脅もは墜.えか遁し婚てかか酌さいしわれの駅るらて歩ず.周い道辺自てを転の歩造簡車道っ底でもて広衝歩い道くなる自どを自伝は走転草非行車も常しで通てにあ行い ま事き働す事ずれで者故は利事ばの粛故用事軍努をサ故支経をにも摘位よ擁ピるみ3滅さ誌土せ左なすっ地るどるての.をのあい行殖でと色う院はは)なをとま子利考どた供にえ用高iこるよ働さ対り.せ者自す自に転る転は徹車車衝底専のの的用剃公レょ用尖ー指を導交ン越をも通え泊行線さ霞っ開せてす{た高いる勺

社んが会涼問題しくななのりかたはわから どで湿aのをわ分度冷れ当が震房る気を器.うに}具ずなるがっこて仕と1いはい辛石こ笹左いで会もあの開るが舗.あはこのる、.筑暑ま甑いたの時勉敏期強盆に効冷}と率ク房もー器著ラ具しー〈-の4低pなm下い風す敏混る賃値左な こ決るをm膨強すmλ行るE左手す恩を段る解わ.を-れ決とuるるすa•• 代るそたはれ生めがに徒無はか理らなま集ずら金ヤ全まマ校たグ生はか徒置どかのっら援かお助で金を個を受人集付的め.:，に冷こ勝と贋で入器解す具B 17 い今aこ
の号車

BI8 C童書渡り廊下iこ11搬を 統の拘いと後援っいての議けでCがな館き長いな《引.いのくa.と湿が遅りな刻廊いに下とつに舎なははBがわEっ織ざてがわしなざまいうた階.移めに動‘降腐敵りのな盆い日をはと時U間W傘げになを余使い絡.わ舶をな 傘きり廊れが下ばなの集い掃金人徐の・募当た金番めなをにどつ、で渡くおりり生廊金徒下をでたの交めドア代てのごつそうくたるば。いに汚で備れ掃えて除付しすけまるのう.か傘らを、置C館く。渡で

BI9 謝1躍E前費亀化持続普ト直喜 最な幽リっ近しトてて、プ部ロ、、Zる弘グE針のク金の前上はが危しとかて織も歩で通く、こりゴとづミがもらで置〈なきかっなれていていたいるめる.、.筆道しれかがたも細ロ爾〈グとがカて降ーもる遁かとりらコづまン防みク〈
れ提Rとのた察当ロ園し番夕、、方も各制う部}すしは活こ勉チし動君ェコ院でジンな外クタのににDで鶴ひ処トっ惑プ分かのロすも泊ッ『るのク.をたのコ部置幅ンいを活クリて広はーなげ遼トいる守プ.か宅ロ地チ斗ッこクェ片はッ付クけ柵生る徒活.会動aにご

B 110 織代のゥニ島子をか変ら~える総!事?置~で現
最三か気品近。!とー?なでとスとっはやて子、うヲい供『イ子るがト.V供筑の5やー問女で題遣取行をり動般上iすげ必らな犯れぜgてRこもん暴喝なれ.に昔るもは唱無今え気よて力りしず志ニっっ}とた少トのななかどがが 犯.え多るはくを.含子与将む供え製食るがさた品商れめと輝たし行子白て動砂鳳供を瞥嘗た起陣ちをこ祭取紅すり敬白E過砂要し因ぎて場やとほのし方して代舟い食用ノと生と考ウな活ムえりが不る.同足時暑がにの脳n1にOJ漢BV刻だ〆ウとなム考影を

B 111 株式実行ゲーム
最そがい近う学ると生、し思でて寮あい基るる礎.以し上でか沼し生ら実徒れ行がてに色〈弘う々っなさすらアプとにイめデ学に校アはをか寅出ら創のして支出援そ援もれたでをか割そがの行知安にれ移企て 私た基に.が衡なそる証をう.仔券すえ会れる仕ば.を、金皆立額のちの黄上催げ金が巡広稼りがものれ良取くば引な、をるア行しイえ。デ生ばア徒良の全い婿体のもがで広協はが力なる凸しいてか、う企とこ思業とpっ

B 112 
STOP!DQNNAME¥(0') Dの織もなだタr，QカいdR的ろ患N熊eナるういに{(からドがuぷであ、しキ.入子りう名いュ〉えっ供2付.ンなて遣そけ1b主先いのにる、名たに富般のは前非り(たか変び、の常も女ちわか子理雌は勺のちも解で真たゅ子U野で名面うXなる)留き前jの目.がななφに『にそ験い人子考fの太.軒道がえこ置例郎のせてれたでい事〈んたはあさろ}そるあるネんとううる.ーい)5}』種譲31Lムとる.竪字のつrに愛え届そのげつな人の真待らいい{れで中んはてしてはにあ中.b級はとなとにh)るん近常Jいカω 子

かかまえムず.ものまそし存、し役れこて在か所なもをららいが知改う.なっへ善しぜてきかしこだ貰てしのうと瞬い事ペ忠らくもク弘べかト解きおiまこ決だたか付にとしけ繋恩ポいる弘スがとよ扇タるう強なーのじか名なるで仁名前どは名を前をな付作受はいけりけ荷か世るλ扱と帰権思れを問削こう観て圃はD得しQ貌まNしlうネこのあ考ーる
/ 

B 113 
還ませろ!時間のねじ

訟たくし返はた筑しりて遜妓るまく.しでなた電ぜり車し、Eて同をも照じ時良いい間ての通ので電っはて車なるに.い乗朝かるは.必そ通要う勤がい・あ通う疑る学の問すだがるろ出人うて々.き一でた本ご。っ早 れそ重学れ要校ばをな檎そこ自舗れと治はなぞ体混rれ等のむ集に集時ま呼合る掲び幡的併か簡町をけ作をがでず異らみならなるすいるここたととめだで.は乗そなるのい均たか聞めと備に考も由え涯来らわれるるこるだと.ろそはううす
れ l

B 114 本のi広務1惑を上げよう 銑るす次包.に反この借の図り返た書却い館期人へ間がη企借返過り却ぎるてこにともつが本い由をて来図、なS書Rい媛館のにな図返の書却で館しとなれにいはは人逗簡が毎置い期だると聞た型がめいあにま
まがうのずあでる本た、を解め返決、却5方2し書法な館といしま理てで由、行Aをくf考富ののえが各るめと階ん、i図こど本う書、の館と返いは却うCのボ舘がッにク理あス虫るをのの股で一置少つすしだる短とe艇思

危今少こそ慎な学いし訟者て.た凶やいち研る・生しだ究、徒け員ながではんε英人かc領oし々ににらにのつ環向行境い付勘て破て行をa院は動環を境す防zけべ敏ぐれたき巌めまだをや.に危沌行慢始動しまてしらていないるも. しかL R私れ人'SR郊tを買に玄では、の生人食多方徒$ひ少たなやとのちらり割と飲睡自のみ引分し安4をもで砲捗きIを待Eかで買っぐ解すうてら碍決.いき割必さたはせ引ずら使でるど、っ，割減うただっりこ箸ろてとやうしのだ九まあろうトる利ロう賜か益買.がは持に付生っ畏い徒てをて会き付くてやるけい.たmそる. B 115 .lltbyエコー る人々は

、。だから

B 1 16 STOP 本遂事詰耳[~霊感 税あ寧のるをl車ま.鵬盗R自入腫転転しに車た車つを後をい多車て盗〈躍利考建さ用えれさたすれて.るたか学8ら生転見結つ車後かが容る見まにつ遭でかにいる喝やと聞すづがい経幾だ取かろをうりしとた新患こしいといがも自 設第早注期意Z三E者発を。防悔見!と犯もすに所登.兼録有が者を否呼がよう特びにか定すけでるるきJ.る利さよ用らうにな者、スに被テ範害ク震カの方ーih法をっや作た制場成所し帽を室まに爆とつめ後いてでてもの

B I.li 下車主絡革命
そ犯状くう況が運に'だ勘R必‘に舵る体な同.育っ上のてiこ授い上業る履このとき場はlt合学可τ怖ま授をの革取下靴り駄を出籍重すでねのあてにる置李.か拠下な取駄Eす第りれに開ばは始な翻にらがな後ないれ ミ祭だkを考の讐。しえ生すかるる徒し.に遣高はの校鳳生下字の駄分私箱の通内信兜院にりと掴上っをげて作を￥る商1必0品要0化のが凶にあ回費るさし.えつ金塁ま手生りい荷徒.そ晶にこ化配です布るし繁のた明い

8‘Hl (8さとだCめの}Z4E3(2あ証書い十重だE〉!の1運命 繁をば作華な重るら大な.学まい術ず.嵐はそちこ2ま織で戸だ、高快け校速でのないBまい重軍要事だと置Cをろ8つうく主る主重たくめ.わにざBわ留ざとCA飽ttのを通慢に匂通注け絡れ Bま会民舘ず資と夏は金C休の館像み会の署EっP聞者にたに温す分通かれを路積ら樋をfb立作ヲてンる、のテiこででィはきアはるしA建Z得てい綬点もか黄らか.金うらのとエ建は写ど股開う時だ始間ろすがうるJ必.ま新要ただ聞‘ろ生だう徒巳

811哲
フロパラ!(フヲーペラ':/Jレ S照なま配うのい複は日1Aは階館わに治ざ建もわりCざる舘1に階広はか行得くら聞S護EがOる廊かか会下喝にgし分量の級傘愈がををつ持持いちでっ歩ていく援とf刻廊危、な下.くそ前ての渇はたれなめてらし る生専に.徒用すそ4止に5し.使‘ていっ、うこそてとのいが織なすいをぐ傘援わりのか廊寄る下付よのをうな商呼柄端びやにか即置げをきる、付生集行徒ま盗がったま自れ串由なにこい使r~よEえ9うる廊によ下すう
ーを}

B 120 ポにイご織ーで!だめー!ゴミ絡 駅のれかjる11とでらb学も、う校滋習たの慣り1が0熊∞なめ也くよ前なう後っにのて、Zし穏EまきでっfもEてボなはどイ大冷が変流てだをれ:tてEくEるiま.見ゴかミをけゴるミ.章書蓄置をの入近く 路ミ盤るの巴上作分にが.51ゴ面をむ倒母植臭低をい多限kくやf感殴らじ置ななすくいてるよ1:まう3い曲にけすメなーるトJ、ゴもbミの周のだ植回吋が奴し理は想ゴボ.ミラそをン否捨、テにてィ加るアとをえu募、ゴう
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資料 3

起業基礎

201006 A Smal1 Preser式会 古い学用品の回収。アフガンに送るa 2 10月5日

201007 te包ns釘litary 無添加右けん作成、無料配布。風邪予脆j主報活動。 4 10Pl5日

201008 TNN(ツクサカニュースネットワーク)起業基礎の部体の広報活動。 8 10月5臼

201009 筑坂証券取引所 起業基礎内での株式発行。 2 101J 5日

201010 U-17 埼玉巣食材穫期の食品賑突。 8 10Pl5日

201011 新筑坂広報プロジェクト 議坂新カリキュラムの広報活動。 10 10Pl5日

201012 天伎の文庫 手作り絵本作成。幼噂小学校に段重量。 5 10月5自

201013 しゅわわせ 保育趨・幼稚趨での手誌の普及。 4 10Pl5日

201014 ?紅白mofTiost 公共トイレ改普・芳香剤を設置。 4 10月5日

201015 放課後ウォッシュタイム ハーブ右!すん作成、阪発白 3 10月12日

201016 筑坂生の小銭を守れ! パスモ対応自動販売機の殻輩。 4 10J警は日

201017 PLUM"-tr 越生町の梅を用いた加工品作成。 7 10~12日

201018 つくさか未来小学校 金農教室開催。幼・小学校に設置。 5 10月128

201019 JEY マイ箸持参運動 3 10月12日

201020 Three R Project 不要品回収業。フリーマーケット開催。 6 10月12日

201021 虫食倶楽部 イナゴの捕獲。つくだ煮販売。 7 10~128 

201022 AKKY ダイエット〈低カロリー栄養)食品の作成、販売。 4 10昆19日

201023 渡り廊下歩き隊 A館一c館渡り廊下に傘を設置。 8 10月t98

201024 FQAF 鱗レシピ作成D 7 10~19日

201025 筑坂アートキャンドル販売会社 不要品を原料にアートキャンドル作成、販売。 2 10~19 日

201026 ヘノレシーベジタブノレ 野菜チップスの作成、販売。 8 10~19 日

201027 筑坂改善プロジェクト 空き缶国収、学校清掃。 3 10月19日

201028 エンヘタイワンホロープ モンゴル緑化事業。クラピア栽培。 2 10月19日

201029 ちるどれん Smile 道徳的紙芝居作成。幼稚園児に実演。 5 10月19日

201030 いわ槻 古着収集。児童養護施設などに配布。 4 10.ij19日

201031 モーション娘。 ペットボトル再利用Yシャツ作成・販売 10 10月26日

201032 WORLD LIFE 募金活動・寄附 3 10月268

201033 陸奥微志 サッカーを中心とした運動教育。 7 11.FJ4 

201034 筑坂守り隊 学校内盗難妨止活動 4 11月4日

201035 JQY 栄養冊子プロジェクト 4 11月4日
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1.
寝
難
摺
体
名

2.
ス
タ
ッ
フ
機
成

3.
事
鍬
の
名
称

4.
 企
躍
立
療
の
背
鰻

社
会
的
際
題
・

5.
事
業
の
ね
ら
い

o舌
動
の
目
的
〉

事
業
計
画
書

U
-
1
7
 

題
体
番
号

投
開
ク
ラ
ス
番
号

氏
名

C
þ
~
に
な
っ
て
行
う
仕
事

社主
襲

全
体
の
統
括

嵐
縦
長

社
長
の
サ
ポ
ー
ト

経
理

お
金
の
管
理

-
配

獲
泌
に
必
要
な
・
認
の
管
理
&
ぴ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
震
建

広
報

貿
信
部
長
接
客

渉
外

情
報
の
捜
供

食
品
管
理
智

料
理
&
衛
生
責
任
者

庶
務

全
体
の
サ
ポ
ー
ト

野
菜
生
活
始
め
ま
し
た
.

今
、
日
本
の
食
料
自
蛤
識
は
減
少
備
司
に
あ
る
.
ま
疋
伎
界
の
先
進
留
の
中
で
ち
食
料
自
給
率
は
愚
髄
だ
。
日

i
本
の
鰻
難
の
接
術
や
安
全
性
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
安
tU
J¥
'
安
全
で
美
味
し
い
野
菜
が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
れ
C
気
づ
が
す
消
費
者
は
安
い
中
園
産
や
ア
メ
リ
カ
麗
を
求
め
る
簡
閲
に
あ
る
の
力
明
状
だ
.
ま
足
、
中
闇

E震
の
野
菜
は
贋
菓
の
残
留
等
で
安
全
性
に
疑
問
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
産
の
野
菜
と
比
較
レ
て
器
コ
ス
ト

な
の
で
、
や
は
り
不
嫌
気
の
今
、
な
る
べ
く
支
出
を
抑
え
た
い
消
費
者
Ie
l
:
安
く
貰
え
る
中
国
産
野
菜
を
と
る
だ

め
で
あ
る
.
し
か
し
、
憲
近
健
康
志
向
の
風
潮
ち
増
え
、
盟
産
の
野
葉
の
新
鮮
さ
や
安
全
さ
が
テ
レ
ビ
や
雑
誌

で
ち
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
愚
近
よ
く
「
地
産
地
消
J
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
よ
く
耳
に
す
る
よ

う
!
こ
な
っ
た
.
レ
か
し
、
地
震
地
消
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
の
ほ
う
わ
旬
由
果
が
出
て
き
て
い
る

と
思
う
.
私
だ
ち
が
住
ん
で
る
淘
玉
県
に
も
サ
ツ
マ
イ
モ
や
狭
山
茶
、
西
町
大
棋
、
く
わ
い
、
深
谷
ね
ぎ
等
の

全
閣
に
時
れ
る
掬
玉
県
の
農
産
物
や
特
産
物
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
ブ
ラ
ン
ド
J
と
レ
て
確
立
し
て
い
る
商

昂
ば
か
り
注
目
さ
れ
、
そ
れ
以
下
の
地
域
に
は
自
が
行
か
な
い
の
カ
T悲
し
い
現
状
だ
。
レ
か
し
埼
玉
に
は
埼
玉

の
よ
さ
わ
喝
る
.
そ
れ
を
身
近
な
人
た
ち
!
こ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
今
回
の
企
画
を
考
え
た
。

今
回
は
、
私
選
で
P
日
レ
て
い
く
食
材
は
狭
山
茶
と
サ
ツ
マ
イ
モ
に
絞
っ
て
い
く
。
浬
由
は
狭
山
茶
は
お
茶
の

「
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
有
名
な
静
蹄
茶
や
宇
治
茶
な
ど
が
あ
る
が
、
狭
山
茶
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国
茶

昂
師
会
及
び
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
茶
床
ち
の
少
共
な
進
い
会
の
等
で
に
苦
お
し
い
て
常
に
上
位
入
賞
を
果
た
す
ほ
ど
揺
れ
る
名
産
で
ち
あ

る
。
ま
た
、
味
が
濃
厚
で
苦
味

1の
が
苦
手
な
方
で
ち
飲
ん
で
ち
ら
え
る
ち
の
に
な
っ
て
い

る
.
そ
ん
な
点
在
ア
ピ
ー
ル
じ
た
い
か
ら
だ
。
ま
た
サ
ツ
マ
イ
モ
ち
、
「
ブ
ラ
ン
ド
」
と
レ
て
知
覧
紅
や
鳴
門
金

時
、
五
郎
島
金
時
な
ど
が
あ
る
が
、
や
は
り
埼
去
に
ち
fJI
I越
い
ち
J
と
い
う
サ
ツ
マ
イ
モ
カ
明
る
。
レ
か
レ
、

「
架
〈
九
里
〉
よ
り
〈
四
皇
〉
う
ま
い
十
三
里
(
江
戸
か
ら
川
越
ま
で
の
E鴎
ID
J
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
焼
き
芋
や

蒸
か
し
苧
に
す
る
と
そ
の
甘
み
が
生
か
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
点
在
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
.

狭
山
茶
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
ク
ッ
キ
ー
と
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
に
い
れ
小
さ
な
と
こ
ろ
を
こ
だ
わ
っ
て
い
き
た
い
と

思鼠
味っ
てを
諜い
る
.
倒
え
ば
、
小
費
紛
や
卵
ち
埼
玉
県
産
!
こ
こ
だ
わ
り
、
な
る
べ
く
調
味
料
を
使
用
せ
ず
、
紫
材
の

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
商
品
!
こ
し
て
い
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ク
ッ
キ
ー
は
小
麦

問
を
ほ
と
ん
ど
し
よ
う
せ
ず
、
蒸
か
レ
て
獲
ご
し
い
だ
サ
ツ
マ
イ
モ
を
15
¥
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
し
っ
と
り
と
い

た
ク
ッ
キ
ー
に
パ
ウ
ジ
ド
ケ
ー
キ
に
ち
燕
か
レ
て
麗
ご
レ
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
と
ご
ろ
ご
ろ
と
サ
シ
マ
イ
モ
を
い

れ
食
贈
を
与
え
て
み
た
り
、
狭
山
茶
の
ク
ッ
キ
ー
は
今
流
行
の
ク
リ
ス
ピ
ー
贈
が
あ
る
ち
の
に
し
て
お
茶
葉
ち

粉
末
に
せ
ず
、
お
茶
葉
の
食
感
を
与
え
る
窃
ま
た
狭
山
茶
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
に
は
誤
山
茶
を
翠
く
し
だ
ち
の

と
生
地
を
混
ぜ
、
茶
葉
を
し
ザ
lく
ど
く
な
ら
な
い
程
度
!
こ
狭
山
茶
の
味
を
押
し
て
い
き
だ
い
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
販
売
時
iこ
食
材
を
仕
入
れ
る
謹
売
所
や
襲
撃
の
方
々
の
紹
介
を
レ
て
い
き
た
い
。
そ
の
と
き
に
商
品
の

中
に
そ
の
お
菓
子
の
レ
シ
ピ
を
書
い
た
揺
を
入
れ
だ
り
、
観
光
案
内
所
か
ら
も
ら
っ
だ
、
特
産
誌
の
紹
介
さ
れ

て
い
る
パ
ジ
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
レ
て
い
き
だ
い
と
考
え
て
い
る
。
レ
シ
ピ
の
紙
に
は
、
な
ぜ
狭
山

茶
や
サ
ツ
マ
イ
モ
を
罷
つ
だ
ほ
う
が
お
ス
ス
メ
な
の
か
な
ど
一
奮
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
響
い
て
P
R
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
.

6.
事
業
の
タ
ー
ゲ

-
民
坂
の
生
径
.
 
t萄
玉
県
在
住
の
自
農
家
の
方々

ッ
ト
(
受
益
者
〉

学
校
観
騎
会
に
来
て
く
だ
さ
る
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

7.
 

-
埼
玉
県
墜
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
る

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
-
鍵
康
志
向
で
ヘ
ル
シ
ー
に

※
企
揺
の
強
自
性
-
濠
売
所
と
い
う
掻
所
在
知
っ
て
ち
ら
え
る
。

8.
 

オ
、
地
元
食
材
を
世
間
し
て
、
薫
子
惑
の
製
作
、
販
売

事
業
の
主
な
内
容
2
、
地
元
食
材
の
P
R

9.
事
業
実
施
期
間
2
0
1
0
王手
1
0
上旬.
...
..，
1
2
月
末
日
ま
で
i
 実
施
箆
所
|
筑
波
大
学
付
廃
坂
戸
献

月
日

活
動
内
容

備
考

1
0
 
よ司
E
メ
ニ
ュ
ー
決
定
、

1
0
 
申

10
.
事
業
実
施
の
1
1
 
上
旬
誤
作
品
を
作
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
1
1
 
中

材
料
{
士
入
先
な
ど
の
様
討

下
旬
宣
伝
の
準
備

1
2
 
上
旬
商
品
の
製
作
と
販
売

1
2
 
中
旬

v
 

1
2
 
下
旬
度
省

1
、
地
元
食
材
の
味
な
ど
の
再
確
認

11
. 

今
回
販
売
す
る
商
品
は
風
味
を
と
て
ち
大
切
に
し
て
い
る
商
昆
な
の
で
実
感
1ず
る
こ
と
わ
Tで
き
る
と
思
う
へ

期
待
さ
れ
る
成
果
2
、
地
元
の
建
材
ヘ
鶴
震
を
向
け
る
。

→
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
地
元
の
食
材
の
魅
力
を
知
っ
て
ち
ら
う
。

1
之

学
樋
宮
設
の
貸
し
出
し
・
材
料
仕
入
れ
の
調
整
等
。

.
前
に
行
う
手
続
き

13
.
備
警

」



資料 5

U 資金計画書

罰体名 U-17 
スタヲフ

実施 1 1尾上智r-v1 1月下司 |企画実施揮所l 校内欝務霊能、 B館1階
期障

穆収入

費目 単酒 題叡 合計額 髄 者

期成・融資申諸額 25.230 

2 予定単倍による予想利益 200 140 28.000 材料時髄のため利益襲撃ぎの理能性あり。

商品の内駅校内販開X2

狭山茶クッキー・サツマイモクッキー

狭山燕バウンドケーキ・サツマイモパウンドケーキ

各10食 普十40重量

学校説明会X1

狭山被クッキー・サツマイモクッキー

狭山茶パウンドケ}キモサツマイモパウンドケーキ

各15禽 計60禽

合 富十 25.230 要望館者十70設飯費・務上14αコ0円

-支出 〈企画運営に必要な物昆および経費〉

費邑 単価 {盟叡 合計額 構 考

1特定日教室〈調理室〉利用(平田 300 3 900 

2材料費(予定〉 11.500 11.500 材料時価のため単価蛮更の司能性あり。

3検便費〈送料等込み〉 763 8 6，100 単価繰り上げで4丹は端叡処理

4施設使用料(平日) 100 2 200 

5施設使用料(休日) 1.500 1，500 

61t凡 10 3 30 

ア宣伝・装飾・包装費 5.000 5.000 包装代1C氾円X25 宣伝・装飾代2.480円

材料費内訳 予定の仕入価格

小麦 390月X4 サツマイ1= 1，100四X1

茶 300円X蹄 199円X10(未購J砂糖 98月X3

ベーキングパウダー 290円〈宋購入〉 黒ゴマ200円X

バター 660円X6， 
残り3266同I~未購入のため

4と2コ与 き十 25.230 

-関成・融資決定額

以上により、資金を悶成・融資することを決定数レます 闘成・融資額仁三一二二三二1円 担当印

円。ヮ
“



l"
V 
Fふ

毘
体
番
号

審
査
日

分
類

控関
定鰹
A
 

B
 

公
益
性
C
 

D
 

E
 

離
合
性

F
 

G
 

H
 

間
体

探
密
(
0
x
)
 

20
10
09
 
I
 盟
体
名

筑
坂
証
券
取
引
所

資
料
6

20
10
年
.
10
月
12
日

担
当
者
|
問
、
ぎ
備
、
小
棒
、
吉
鶴
、
芳
)
1
[
、
密
代

評
備
の
観
点

驚
百
点
評
髄
(
0
、ム
、
x
)

メ
モ

社
会
の
ニ
ー
ズ
を
適
確
に
捉
え
て
い
る
か

事
4

×
 
他
の
団
体
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
ど
う
か
諦
べ
て
い
な
い
。
諦
査
不
足
。

毒
事
業
目
的
は
明
確
か

事
5
、
6

×
 

公
益
性
は
あ
る
か

事
5
、
8
、
11

×
 
結
局
返
辞
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
安
心
し
て
取
引
が
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。

事
業
計
臨
は
異
体
的
で
実
現
可
能
か

事
8
、
9
、
1
0

×
 
理
論
的
に
成
立
し
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

自
的
達
成
の
た
め
の
計
留
と
し
て
適
切
か

事
5
、
8
、
9
、
10

×
 

資
金
計
画
は
適
正
か

資
×
 

成
果
目
標
は
明
確
か

事
11

×
 

構
成
長
の
役
密
i分
担
は
明
確
で
適
確
か

事
2

O
 

構
成
員
の
や
る
気
、
積
極
性
は
感
じ
ら
れ
る
か

人
物
。

項
目

コ
メ
ン
ト
(
必
要
な
部
分
の
み
コ
メ
ン
ト
を
審
く
)

×
 

A
 
他
の
団
体
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
べ
き
。

B
 
目
的
に
書
く
べ
き
内
容
で
は
な
い
。
最
終
的
に
自
分
た
ち
の
行
お
う
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
書
く
。

C
 
な
い
。
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
に
終
始
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

D
 
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、
そ
の
資
料
を
持
っ
て
き
て
欲
し
い
。

評
価
E
 
説
明
会
を
開
け
ば
必
ず
人
が
く
る
と
患
っ
て
い
る
の
か
?

F
 
5
万
円
必
要
な
根
拠
は
?
収
入
か
ら
支
出
を
引
い
た
残
金
は
何
に
使
う
の
か
?

G
 
株
式
べ
の
意
識
を
高
め
る
の
か
、
他
の
間
体
を
助
け
る
か
、
目
的
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
し
¥
0
意
識
を
高
め
る
な
ら
他
の
方
法
は
あ
る
は
ず
。

H
 

や
る
気
は
感
じ
ら
れ
る
。

独
自
性
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
ニ
ー
ズ
が
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
時
点
で
論
外
。
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
た
上
で
判
断
し
て
も
良
い
が
、
現
状
だ
と
事

総
評
業
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か
難
し
い
の
で
は
?
最
低
で
も
6
割、
7
割
く
ら
い
の
団
体
に
ニ
ー
ズ
が
な
い
と
、
現
実
的
に
成
り
立
だ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
具
体
性
に
欠
け
る
。
現
状
で

は
恐
ら
く
成
立
し
な
い
事
業
で
は
な
い
か
。



起
擁
護
礎

2
0
1
0
.
1
1
.
2
6
 

ヒ
ア
リ
ン
グ
教
員
マ
ニ
ュ
ア
ル

回
第
3
回
ヒ
ア
リ
ツ
グ
喪
踊
平
成
2
2
年
1
1
月
2
6
日
(
火
)
4
時
限
目

時
間

内
容

H
円
教
室
担
当
〈
待
樋
生
徒
の
監
督
)

1
1
 :
4
0
'
"
 1
1
 :
4
5
 
捜
撲
の
流
れ
を
確
招
開
・
令
野
・
小
薄
真
・
初
谷

1
1
 :
4
5
"
"
 1
2
:
0
0
 
ヒ
フ
フ
リ
ン
グ
C
組
小
薄
質

1
2
:
0
0
"
"
'
1
2
:
1
5
 
ヒ
?
リ
ン
グ
D
組
初
谷

1
2
:
1
5
"
"
1
2
:
3
0
 
ヒ
7フ
リ
ン
グ
A
組
岡

12
:3
0"
"'
" 
1
2
=4
5
 
ヒ
戸
リ
ン
グ
B
組
今
野

1
 2
:
4
5
"
"
 1
 2
:
5
0
 
今
日
の
15
¥
り
か
え
り
間
・
今
野
・
}
j
¥
薄
真
・
初
谷

関
グ
ル
ー
プ
分
げ
と
会
場

ト
~
Q
l
 

*
告
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
パ
ー
は
う
ン
ダ
ム
iこ
分
け
て
い
る
の
で
、
表
の
醤
号
顧
の
よ
う
に
温
ん
で
座
ら
せ
る

グ
ル
ー
プ
名

A
 

8
 

C
 

D
 

E
 

F
 

G
 

H
 

出
席
番
号

2
0
/
3
4
/
2
3
/
3
6
/
7
 

3
/
1
4
/
3
2
/
3
7
/
2
 

2
9
/
9
/
2
2
/
3
5
/
2
4
 

2
6
/
1
5
/
2
1
/
1
7
/
1
2
 

2
8
/
1
/
8
/
1
3
/
6
 

3
1
/
1
1
/
3
0
/
3
3
/
2
7
 

1
8
/
1
6
/
1
9
/
3
9
/
5
 

2
5
/
1
 0
/
4
0
/
3
8
/
4
 

会
蝿

日
館
1
階
フ
ロ
ア

環
境
科
学
実
践
霊

福
祉
翼
習
室

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
基
本
ス
タ
イ
ル

会
(
教
員
)

|
杭
l

国
会
蝿
配
置
国
交

「ル
ヲ
Z
t
m
d
l
G)
Q
@
G
)
G
)

は
教
員
の
位
櫨
を
訴
す

回
ヒ
コ

B
館
1
陪
フ
ロ
ア

女
①

←
農
業
科

↓
A
舘

*
 

①
 

①女

理
構
科
学
寮
厳
重

目安

古田
巴会 入

ロ

福
祉
実
習
室

食
入

仁
互
コ

仁
王
コ
食

綾
料
ア

※
H
R
担
任
は
担
当
ク
ラ
ス
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
わ
な
い
。
(
0
印
は
H
R
へ
の
誘
導
係
〉

時
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
H
R
 
A
 
B
 
C
 
D
 
ε
 
F
 
G
 
H
 

1
1
:
4
0
 

く
H
R
担
当
>

<
金
蟻
作
成
>

本
絡
の
確
器

開
・
今
野
・
JJ
¥
滞
翼
・
初
谷

後
醸
・
工
麟
臨
・
苔
髄
・
田
中
・
宙
開

1
1
:
4
5
 

1
1
:
4
5
 
C
組

IJ
I
津
英
時
今
野
0
初
谷
工
藤
雄
百
髄
田
中
後
藤
宙
開

1
2
:
0
0
 

1
2
:
0
0
 
D
組

初
谷
。
陣
今
野
小
津
撃
演
工
藤
雄
話
機
田
中
後
麟

諮
問

1
2
:
1
5
 

1
2
:
1
5
 
A
組

開
初
谷
0
令
野
小
声
察
廃
工
勝
雄
活
髄
田
中
後
醸
宙
開

1
2
:
3
0
 

、

1
2
:
3
0
 

0
小
漆

B
鶴

今
野
初
谷
時
E疑
エ
鎮
雄
吉
鱗
問
中
後
藤
宙
開

1
2
:
4
5
 

1
2
:
4
5
 
ま
と
め

各
H
R
担
当
者

1
2
:
5
0
 

国
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
流
れ

1
1
:
4
0
 

斥
前
)
!
i
5
E
!
<
ゐ
間
Z言
語
う
)

1
1
:
4
5
 

「
c
信
〈
句
会
5
1

1
2
:
0
0
 

「
DJ
II
(
元
か
っ

1
2
:
1
5
 

「
ー
ム
観
(
1
5
分
5
1

1
2
:
3
9
 

{
B
範
(
1
5
分
5
1

1
2:
4
5
 

「
ま
と
め
瓦
C
か
1

1
2
:
5
0
 

確
盤
後
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
障
さ
話
番
-
8
紹
生
徒
は
各
会
播
!
こ
移
動

能
了
後
、
C
綴
の
生
徒
ret
二
隠
量
産
り
路
下
を
遜
っ
て
、
H
R
!と
移
動
@

ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
罷
り
決
築
、
初
谷
re
tD
紹
の
生
罷
に
ご
三
階
霊
童
り
島
都
下
を
鵡
つ
て

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
金
蝿
へ
移
動
を
指
示
e
。
鰻
の
準
備
。

鰐
了
後
、
。
鰻
の
生
能
は
二
贈
賞
り
E底
下
在
灘
っ
て
、
H
R
に
移
動
m

ヒ
ア
リ
ン
ク
か
ら
麗
り
次
第
、
陣
re
tA
紹
の
生
徒
に
三
踏
襲
り
蝉
下
を
趨
つ
て

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
会
場
へ
移
動
を
掲
示
。
A
総
の
機
構
e

盤
了
後
、
A
紹
の
生
徒
は
二
階
渡
り
聴
下
夜
通
っ
て
、
H
R
に
移
動
。

ヒ
?
リ
ン
グ
か
ら
箆
り
次
第
、
今
野
は
日
紹
の
生
徒
に
三
踏
襲
り
廊
下
を
盤
つ
て

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
会
矯
へ
移
動
を
掲
示
G
B
組
の
準
髄
陰

鰹
了
後
、
B
組
の
生
徒
を
H
R
に
震
す
。

※
各
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
髄
シ
ー
ト
(
関
紙
〕
に
記
入
レ
設
が
ら
進
め
る
。

※
ヒ
ア
リ
ン
グ
漉
7
(f
)
生
鍵
と
.
こ
れ
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
後
援
け
る
生
健
司
E
纏
鰻
さ
せ
な
い
。

※
各
時
掲
の
移
B
は
能
う
か
ぎ
り
迅
速
に
e

丸



起築基礎ヒアリングチェツクシート
資料 8

超築基礎自様〔アつの力〕 質問1 あなだの好きなこと、~疋は得意なことは何ですか、まだそのことほどの

ような形で社会に活かすことができそうですか。

①問題発見力(社会のニーズを鈍つけるカ)

oアイデア力(発箆しだ問題を解決する7コイデ?を響築するカ質問2
③企彊力〔アイデアを重量液化する力〉

@爽行力(発綴レだアイデyをき健E認可能な企趨にするわ〕

。情報力(必要な燭絡を緩め、活関し、発1鐙するわ)

⑥チームワーク力(地警の轡えをE豊島幸し、協力していく力〕
めプレゼンテーション力〈包分の望書えを絶手!こわかりやすくまとめて伝える力)I鎚悶3

これまでの講毅のなかで、実際にさまざまなNPO活動及び起業活動を行

っている人だちの紹介がありまし1e。あなだが印象に残つだ人を挙げて、ど
のような活動をしていだかを教えて下さい。まだ、あなだはその活動のどの

ような点に価鐙を見出しだのかを具体的に説明して下さし亡

働くことの目的は摺ですか。 1・2年生の;聖書提で学んだことをふまえて琶

えて下さい。吉正疋、いま現在、あなたが蓄える「働く自的Jは伺だと考えて

いるか、具体的に毅えて下さい。

グループ( 擾且.1.)

評価者〔 項目 15 

質審所

時間

項目 14

項目 16

質題1 質問2 策略3 ヒアリング態度(ブレゼン力〉

合計

総務 氏 名 評価 5平協 5平UIli 路す総霊童 図く態度 外箆 態度E早鐘 (20点〉

メモ 1-5点 メモ 1-5点 メモ 1-5点 0-2点 0-1点 0-2点 0-5点

単車 項目2

盛呂 項目4
: 

盛昆 演自6
: 

濯目 項目8 & 

議恩 現自 10 : : 

選思 J項目12 '.砕B 

態産チェック項目

-話す態度 (0"-'2点)

-霊薬濃い、 8Jj~康さ

.椙手を莞て話す

・開く態度 (0"-'1点〉

-掲手を毘て話を開く

・タト見 (0"-'2点)

-蹟装

・姿勢

資料 9
ヒアリング①〈質問項目と解髄の観点〉

「これから3つ質問をレます。 1つずつ質問していきますので、指名され疋人は答えて下さい。j

※3つの質問の受け答え中にチェックする寧演
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Z
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5
 

【仕事泊目的と1年次との遠結〕

的は偲ですか。 1・2年生の浅草誕で学んだことをふまえて答えて下さい。ま疋、いま現在、あな疋tJ考える「盤面く目的Jは悶だ
的む教えて下さい。

髄評
~
ィ
‘

線価の鶴点

種目くことの目的について学んだことが

2・

3 

4 

5 
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15)
将
来
の
職
業
観
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
考
え
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

j
 14)
働
く
こ
と
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
。

:;:;:;:;:;:;:;;;://1 
13)
起
業
基
礎
の
授
業
は
自
分
の
役
に
立
っ
た
。

12)
自
分
の
考
え
を
筋
道
立
て
て
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

;:;::;::;:;:;::::::1 
11)
自
分
の
考
え
を
わ
か
り
や
す
く
袈
現
で
き
た
。

10)
協
力
し
て
も
の
ご
と
を
実
行
す
る
態
度
が
身
に

つ
い
た
。

z、小品

9)
グ
ル
ー
プ
の
中
で
自
分
の
役
割
を
見
つ
け
ら
れ

た。

8
)
自
身
の
気
に
な
る
こ
と
や
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ア

に
つ
い
て
、
舗
べ
た
り
、
裏
付
け
を
と
る
な
ど
の
仔

動
が
で
き
た
。

ι
l
フ
)
自
分
の
興
味
・
関
心
に
対
し
て
積
極
的
に
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ー
6
)
社
会
に
対
す
る
不
満
を
解
決
に
向
け
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

5
)
多
く
の
人
に
共
感
さ
れ
る
よ
う
な
起
業
ア
イ
デ
ア

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

1
 4
)
こ
れ
ま
で
考
え
な
か
っ
た
社
会
に
対
す
る
不
満
を

意
識
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

71 
3)
お
金
の
持
つ
「
価
値
J
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

2)
自
分
の
考
え
や
興
味
を
見
つ
め
自
証
す
こ
と
が
で

き
た
。

15)
将
来
の
職
業
観
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
考
え

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

主j
14)
鋤
く
こ
と
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
。

蝋叩構図こムikγλh・5凶主弾

1
12
)
自
分
の
考
え
を
筋
道
立
て
て
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

1
1
)
自
分
の
考
え
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
で
き
た
。

10)
協
力
し
て
も
の
ご
と
を
実
行
す
る
態
還
を
が
身
に

つ
い
た
。

9
)
グ
ル
ー
プ
の
ゆ
で
自
分
の
役
割
を
見
つ
け
ら
れ

た。

8
)
自
身
の
気
に
な
る
こ
と
や
思
い
つ
い
た
ア
イ
ヂ

ア
に
つ
い
て
、
調
べ
た
り
、
裏
付
け
を
と
る
な
ど
の

行
動
が
で
き
た
。

i
ア
)
自
分
の
興
味
・
関
心
に
対
し
て
積
接
的
に
行
動

:γ
，三:)

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

j
 6
)
社
会
に
対
す
る
不
満
を
解
決
!
こ
向
け
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

I
 
5)
多
く
の
人
に
共
感
さ
れ
る
よ
う
な
超
業
ア
イ
デ
ア

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ーj
4)
こ
れ
ま
で
考
え
な
か
っ
た
社
会
に
対
す
る
不
調

を
意
識
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

~
~
，
.
，
.
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3)
お
金
の
持
つ
「
髄
趨

Jに
つ
い
て
改
め
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

2)
自
分
の
考
え
や
興
味
を
克
つ
め
蜜
す
こ
と
が
で

き
た
。

1
 )
社
会
の
問
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
関
心
を
も
っ

た。
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15)
将
来
の
職
業
観
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
考
え

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

14)
働
く
こ
と
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
を
持
つ

こ
と
カ
fで
き
た
。

13)
起
業
基
礎
の
授
業
は
自
分
の
位
に
立
っ
た
。

12)
自
分
の
考
え
を
筋
道
立
て
て
ま
と
め
る
二
と
が

で
き
た
。

1
1
)
自
分
の
考
え
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
で
き
た
。
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10)
協
力
し
で
も
の
ご
と
を
実
行
す
る
態
度
が
身
に

つ
い
た
。

9)
グ
ル
ー
プ
の
中
で
自
分
の
役
割
を
見
つ
け
ら
れ

た。

8
)
自
身
の
気
に
な
る
こ
と
や
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ

ア
に
つ
い
て
、
調
べ
た
り
、
裏
付
け
を
と
る
な
ど
の

行
動
が
で
き
た
。

7
)
自
分
の
興
味
・
関
心
に
対
し
て
積
極
的
に
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

6
)
社
会
に
対
す
る
不
満
を
解
決
に
向
け
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

5
)
多
く
の
人
に
共
感
さ
れ
る
よ
う
な
起
業
ア
イ
デ
ア

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

4
)
こ
れ
ま
で
考
え
な
か
っ
た
社
会
に
対
す
る
不
満

を
意
識
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

3
)
お
金
の
持
つ
「
酒
盛
JI
こ
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

2)
自
分
の
考
え
や
興
味
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で

き
た
。

1
 )
社
会
の
問
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
関
心
を
も
っ

た。
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